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日
本
列
島
の
太
平
洋
側
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
の
沈
み
込
み
に
よ
る
海
溝
型
の
地
震
が

1
0
0
〜
1
5
0
年
間
隔
で
ほ
ぼ
定
期
的
に
起
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
東
海
地
震
の
震
源
域
で
は
、
1
8
5
4
年
の
「
安
政
東
海
地
震
」
以
来
1
5
0
年
近
く
大

き
な
地
震
が
起
き
て
い
な
い
た
め
、
地
震
が
い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
岐
阜
県
内
に
は
直
下
型
地
震
の
原
因
と
な
る
活
断
層
が
百
余
り
あ
り
ま
す
。

地
震
に
対
す
る
普
段
の
心
が
け
で
被
害
を
最
小
限
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
9
月
1
日（
日
）の
防

災
の
日
を
契
機
に
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

「
地
震
へ
の
備
え
」

し
て
い
ま
す
か

○
机
や
テ
ー
ブ
ル
の
下
に
身
を
か

く
し
、
座
ぶ
と
ん
な
ど
で
頭
部

を
保
護
し
ま
し
ょ
う
。

○
使
用
中
の
ガ
ス
器
具
、
ス
ト
ー

ブ
な
ど
は
、
す
ば
や
く
火
を
消

し
ま
し
ょ
う
。

万
一
出
火
し
た
ら
、
大
声
で
近

所
に
声
を
か
け
み
ん
な
で
協
力

し
あ
っ
て
初
期
消
火
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

○
狭
い
路
地
や
塀へ

い

ぎ
わ
は
、
瓦
が

落
ち
て
き
た
り
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な

ど
が
倒
れ
る
危
険
が
あ
る
の
で

近
付
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

○
避
難
す
る
と
き
は
徒
歩
で
、
携

帯
品
は
、
必
要
品
の
み
を
背
負

う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
の
報
道
や
役

場
、
消
防
署
、
警
察
署
な
ど
の

情
報
に
注
意
し
、
デ
マ
に
惑
わ

さ
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
軽
い
ケ
ガ
な
ど
の
処
置
は
、
み

ん
な
が
お
互
い
に
協
力
し
あ
っ

て
応
急
救
護
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
建
物
の
倒
壊
や
落
下
物
な
ど
の

下
敷
き
に
な
っ
た
人
が
い
た
ら
、

地
域
の
み
ん
な
が
協
力
し
あ
っ

て
救
出
活
動
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
自
動
車
の
運
転
中
は
、
道
路
の

左
側
か
空
地
に
停
車
し
、
避
難

す
る
と
き
は
キ
ー
を
付
け
た
ま

ま
に
し
て
、
徒
歩
で
避
難
し
ま

し
ょ
う
。

地
震
が
起
き
た
ら

9月1日は
防災の日

笠松小学校運動場

笠松中学校運動場

中央公民館駐車場

羽島郡広域連合消防本部駐車場

笠松保育園運動場

福祉会館駐車場

第一保育所運動場

岐阜工業高校運動場

忠霊塔広場

清住町広場

奈良津駐車場

二見児童公園

笠松小学校

笠松中学校

中央公民館

町体育館

羽島郡広域連合消防本部

笠松保育園

福祉会館

厚生会館

第一保育所

コミュニティ消防センター

緑会館

松枝小学校

松枝保育所

松枝公民館

福祉健康センター

児童館

児神社

北門間会館

南体育館（旧松枝小学校体育館）

下羽栗小学校

下羽栗保育所

下羽栗会館

円城寺集会所

米野会館

スポーツ交流館

総合会館

松枝小学校運動場

松枝保育所運動場

松枝公民館駐車場

福祉健康センター駐車場

児童館運動場

町民運動場

運動公園内運動場

児神社境内

下羽栗小学校運動場

下羽栗保育所運動場

下羽栗会館駐車場

日枝神社境内

スポーツ交流館駐車場

総合会館駐車場

笠

松

地域

松

枝

下

羽

栗

地域一時退避場所 避難場所 一時退避場所 避難場所

※避難経路も確認しておきましょう。

一時退避場所・避難場所
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○
防
災
訓
練
に

積
極
的
に
参

加
し
、
防
災

行
動
力
を
身

に
つ
け
ま
し

ょ
う
。

○
大
地
震
の
と

き
、
家
族
が

慌
て
ず
に
行
動
で
き
る
よ
う
、

次
の
よ
う
な
こ
と
を
話
し
合

い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
担
を
決
め

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
家
の
中
で
ど
こ
が
一
番
安
全
か

・
救
急
医
薬
品
や
火
気
な
ど
の
点

検
・
幼
児
や
老
人
の
避
難
は
誰
が
責

任
を
持
つ
か

・
避
難
場
所
、
避
難
路
は
ど
こ
に

あ
る
か

・
避
難
す
る
と
き
、
誰
が
何
を
持

ち
出
す
か

・
非
常
持
出
袋
は
ど
こ
に
置
く
か

・
昼
の
場
合
、
夜
の
場
合
の
家
族

の
分
担
を
決
め
て
お
く

○
柱
、
土
台
や
屋
根
瓦
な
ど
を
点

検
し
、
老
朽
化
し
て
い
る
も
の

は
、補
強
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
ブ
ッ
ロ
ク
塀
な
ど
を
点
検
し
補

強
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
家
具
な
ど
は
止
め
金
な
ど
で
固

定
し
、転
倒
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

○
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
消
火

器
な
ど
を
備
え
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

○
非
常
持
出
袋
な
ど
は
、
い
つ
も

持
ち
出
せ
る
場
所
に
備
え
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

○
電
気
機
器
や
石
油
ス
ト
ー
ブ
、

ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
な
ど
は
、
安
全

装
置
付
き
の
も
の
を
使
用
し
ま

し
ょ
う
。

○
地
震
時
に
落
ち
合
う
場
所
や
安

否
情
報
の
取
り
次
ぎ
を
し
て
も

ら
え
る
親
戚
や
知
人
を
あ
ら
か

じ
め
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

町
で
は
、
住
宅
密
集
地
域
な
ど
で
地
震
に

対
す
る
安
全
性
の
向
上
を
図
り
、
地
震
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
に
木

造
住
宅
の
耐
震
診
断
に
助
成
を
し
て
い
ま

す
。こ

の
診
断
は
、
県
木
造
住
宅
診
断
士
に
よ

り
行
わ
れ
、
必
要
な
経
費
の
3
分
の
2（
2

万
円
を
限
度
）を
助
成
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
住
宅
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

1
、
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ

た
2
階
建
て
以
下
の
住
宅

2
、
併
用
住
宅（
店
舗
付
住
宅
な
ど
）の
場
合

は
、
延
べ
床
面
積
の
半
分
以
上
が
住
宅

の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
も
の

3
、
枠
組
壁
工
法
・
丸
太
組
工
法
ま
た
は
大

臣
な
ど
の
特
別
な
認
定
を
受
け
た
工
法

で
な
い
も
の

4
、
住
宅
の
居
住
者
が
所
有
者
以
外
の
場
合

は
、
居
住
者
す
べ
て
の
承
諾
を
得
た
も
の

【
問
合
先
】
総
務
課（
内
線
3
1
2
）

木
造
住
宅
耐
震
診
断
に
助
成
制
度

地
震
に
対
す
る

普
段
の
対
策

（例）食器棚

ガラス
飛散防止
フィルム
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第
三
回
笠
松
町
議
会
臨
時
会
が

七
月
二
十
五
日
に
開
か
れ
、
次
の

案
件
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

▽
笠
松
町
農
業
委
員
会
委
員
の
推

せ
ん
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
き
、
委
員
に
選
任
す
る
五

名
を
推
せ
ん

▽
契
約
の
締
結

・
北
及
汚
水
幹
線（
二
工
区
）管
渠

埋
設
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

契
約
金
額

二
億
七
千
二
百
七
十
九
万
円

契
約
の
相
手
方

株
式
会
社

市
川
工
務
店

・
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
売
買
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

契
約
金
額

一
千
二
百
三
十
六
万
九
千
円

契
約
の
相
手
方

中
部
事
務
機

株
式
会
社

▽
平
成
十
四
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算

県
補
助
の
交
付
決
定
に
伴
い
、

町
の
情
報
化
の
進
展
の
た
め
の
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
事
業
費
四
百

万
円
お
よ
び
I
T
推
進
指
導
者
設

置
事
業
費
二
百
四
十
万
円
総
額

六
百
四
十
万
円
を
増
額
補
正
す
る

も
の
。

町
心
身
障
害
者

小
規
模
授
産
所
で

は
、
六
月
か
ら
八

月
に
か
け
て
入
所

者
と
そ
の
親
が
参

加
し
て
の
親
子
ふ

れ
あ
い
陶
芸
実
習

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
初
の
成
形
作
業
の
難
し
さ
に

皆
さ
ん
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
も
、

親
子
で
協
力
し
て
、
粘
土
の
か
た

ま
り
で
思
い
思
い
の
カ
ッ
プ
や
花

瓶
な
ど
を
造
り
あ
げ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
一
週
間
程
の
自
然
乾

燥→

素
焼
き→

絵
付

→

釉
薬
付→

本
焼
き

の
工
程
を
経
て
作
品

を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
作
品
は
、

十
一
月
二
日
か
ら
開

催
さ
れ
る
町
美
術
展

に
出
展
さ
れ
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
是
非
足

を
運
ん
で
み
て
く
だ

さ
い
。

第
三
回

笠
松
町
議
会
臨
時
会
開
会

キ
ャ
ン
プ
生
活
を
通
し
て
交
流

日
本
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
大
会

町
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
女
性
部
会
が

八
月
八
日
・
九
日
の

両
日
、
寝
た
き
り
会

員
（
二
十
五
人
）の

介
護
を
さ
れ
て
い
る

家
族
の
か
た
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
老
人
ク

ラ
ブ
女
性
部
代
表

を
通
じ
て
、
日
ご
ろ

の
労
を
ね
ぎ
ら
い

お
見
舞
品
を
届
け

ま
し
た
。

寝たきり老人介護者を激励
町老連女性部会

すてきな作品が完成
親子ふれあい陶芸実習

日
本
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
大
会
が
八

月
三
日
か
ら
八
日
ま
で
大
阪
市
舞

州
ス
ポ
ー
ツ
ア
イ
ラ
ン
ド
で
開
催

さ
れ
、
羽
島
第
一
団
の
隊
長
保
母

寿
基
さ
ん
、
木
股
孝
樹
く
ん（
笠

松
中
三
年
）、
岩
越
信
宏
く
ん

（
笠
松
中
二
年
）、
森
将
太
く
ん

（
笠
松
中
一
年
）が
岐
阜
県
派
遣
隊

の
一
員
と
し
て
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
四
年
に
一
度
開

催
さ
れ
る
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
祭

典
で
、
今
回
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
地

域
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
と
し
て
も
開
催

さ
れ
、
近
隣
諸
国
か
ら
の
参
加
者

を
含
め
、
二
万
人
が
参
加
し
ま
し

た
。開

催
期
間
中
は
、
キ
ャ
ン
プ
生

活
を
共
に
し
、
国
際
理
解
、
国
際

貢
献
、
国
際
協
力
な
ど
に
つ
い
て

考
え
ま
し
た
。
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笠
松
中
学
校
区
子
ど
も
会
育
成
協
議
会
主
催
の
「
夏
の
行
事

（
木
曽
川
ク
リ
ー
ン
活
動
）」
が
八
月
四
日
、
木
曽
川
河
畔
で
約

七
五
〇
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
親
子
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
目
的
に
、

郷
土
の
大
切
な
財
産
で
あ
る
木
曽
川
を
自
分
た
ち
の
手
で
き
れ

い
に
し
よ
う
と
、
毎
年
「
八
月
の
第
一
日
曜
日
」
に
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
、
当
日
は
、
強
い
日
差
し
の
照
り
つ
け
る
な
か
、

親
と
子
が
力
を
合
わ
せ
て
、
た
ば
こ
の
吸
殻
や
空
き
缶
、
空
き

ビ
ン
な
ど
の
ご
み
拾
い
に
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

今
年
も
夏
休
み
期
間
中
、
公
民
館
主
催
の

「
夏
休
み
親
子
教
室
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、
夏
休
み
の
思
い
出
づ
く
り
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
親
子
で
楽
し
く
体
験
し
て
い

た
だ
こ
う
と
企
画
し
た
も
の
で
、「
素
敵
な
ト

ー
ル
ペ
イ
ン
ト
教
室
」、「
楽
し
い
焼
き
物
教

室
」、「
簡
単
な
お
や
つ
づ
く
り
教
室
」、「
楽
し

い
押
し
花
ア
ー
ト
教
室
」
の
四
科
目
十
講
座
に

二
百
人
以
上
の
親
子
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

「
楽
し
い
焼
き
物
教
室
」
で
は
、
葉
っ
ぱ
を
使

っ
て
模
様
を
付
け
る
な
ど
、
世
界
で
た
っ
た
一

つ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
お
皿
や
花
び
ん
を
作
り
ま

し
た
。
ま
た
、「
素
敵
な
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
教

室
」
で
は
、
ア
ク
リ
ル
絵
の
具
を
使
っ
て
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
や
ク
リ
ス
マ
ス
用
の
飾
り
を
作
る
な

ど
、
ど
の
教
室
も
親
子
の
楽
し
そ
う
な
笑
顔
で

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

強い日差しの中の作業、ご苦労様でした

お母さんと共同で製作

〝
木
曽
川
を
自
分
た
ち
の

手
で
き
れ
い
に
〞

ク
リ
ー
ン
活
動
に
親
子
が
汗

夏休みの思い出づくり
夏 休 み 親 子 教 室

行
政
相
談
、
人
権
相

談
は
自
宅
で
も
応
じ
て

い
ま
す
。

い
ず
れ
の
相
談
も
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す

の
で
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

人権相談 人権擁護委員

行政相談委員 加藤司郎　県町105 �387・2793

栗本幸一　東宮町30 �388・0553

齋藤好子　中川町20 �387・0812

後藤　稔　北及1183 �388・1495

杉原貴子　中野256 �388・1496

行
政
相
談

人
権
相
談

行政相談



か
さ
ま
つ
ま
ち
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員

会
主
催
の
「
笠
松
川
ま
つ
り
」
が
八
月
十
五
日
、

木
曽
川
河
畔
笠
松
港
公
園
一
帯
で
盛
大
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
午
後
か
ら
行
わ
れ
た
協
賛
イ
ベ
ン

ト
の
E
ボ
ー
ト
体
験
試
乗
に
は
あ
い
に
く
の
天

気
に
も
か
か
わ
ら
ず
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
大

勢
の
人
が
参
加
し
、
E
ボ
ー
ト
の
楽
し
さ
を
満

喫
し
ま
し
た
。
夕
暮
れ
時
に
な
る
と
、
会
場
が

巨
大
な
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
に
変
身
す
る
リ
バ
ー
サ

イ
ド
バ
ー
に
は
、
開
店
前
か
ら
家
族
連
れ
や
若

者
た
ち
が
ぞ
く
ぞ
く
と
集
ま
り
大
賑
わ
い
。
辺

り
が
薄
暗
く
な
る
と
行
灯
に
あ
か
り
が
灯
り
、

笠
松
清
流
太
鼓
の
力
強
い
太
鼓
の
響
き
が
会

場
全
体
を
包
み
ま
し
た
。
二
隻
の
台
船
か
ら
一

般
の
皆
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火
、
ス
タ

ー
マ
イ
ン
、
乱
玉
花
火
約
千
百
発
が
次
々
に
打

ち
上
げ
ら
れ
、
夏
の
夜
空
を
鮮
や
か
に
彩
り
ま

し
た
。

花
火
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
が
近
づ
く
こ
ろ
、

二
千
個
の
万
灯
が
川
面
を
照
ら
し
な
が
ら
ゆ
ら

ゆ
ら
と
流
れ
始
め
、
訪
れ
た
大
勢
の
観
客
は
幻

想
的
な
光
景
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

▲色とりどりの花火、スターマインには歓声や拍手も

右上：Eボートの体験会

右下：清流太鼓の勇そうな演奏

▼多くの人が利用したリバーサイドバー

6
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教育委員会だより

教育電話相談

悩
ん
だ
ら

気
軽
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

郡
四
町
教
育
委
員
会

�
2
4
5
―

1
1
3
3

平
成
十
五
年
度
の
新
入
学
予

定
児
童
を
対
象
に
、
就
学
時
健

康
診
断
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
新
し
く
小
学
校
に

入
学
す
る
児
童
が
、
楽
し
い
学

校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
健
康
状
態
を
調
べ
る
も

の
で
す
。

〔
通
知
〕

八
月
一
日
現
在
の

登
録
に
基
づ
き
、
保

護
者
に
対
し
て
就
学

予
定
の
小
学
校
か
ら

九
月
中
に
通
知
を
し

ま
す
。

〔
健
康
診
断
の
内
容
〕

内
科
・
歯
科
・
眼

科
・
耳
鼻
咽
喉
科
の

各
検
診
お
よ
び
視
力
・
聴
力
の

各
検
査
、
知
能
検
査
を
し
ま
す
。

な
お
、
今
ま
で
の
発
育
お
よ

び
検
査
の
状
況
を
把
握
す
る
た

め
、
医
師
か
ら
母
子
手
帳
の
提

示
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

〔
実
施
場
所
・
日
時
〕

・
笠
松
小
学
校

九
月
三
十
日
（月）

受
付

午
後
一
時
〜

・
松
枝
小
学
校

十
月
十
七
日
（木）

受
付

午
後
一
時
〜

・
下
羽
栗
小
学
校

十
月
十
五

日
（火）受
付

午
後
一
時
四
十
分
〜

当
日
、
都
合
で
健
康
診
断
が

受
け
ら
れ
な
い
場
合
は
、
必
ず

通
知
を
受
け
た
小
学
校
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

〔
相
談
の
窓
口
〕

健
康
診
断
や
就
学
に
つ
い
て

心
配
な
こ
と
が
あ
る
か
た
は
、

次
の
と
こ
ろ
へ
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

・
笠
松
小
学
校

�
三
八
八
・
○
一
○
一

・
松
枝
小
学
校

�
三
八
八
・
二
五
五
一

・
下
羽
栗
小
学
校

�
三
八
七
・
三
一
二
三

・
羽
島
郡
四
町
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
就
学
相
談
担
当
者

就学時健康診断

七
月
二
十
日
、
松
枝
小
学
校
で
「
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、

『
レ
ス
キ
ュ
ー
〜
守
ろ
う
命
〜
』
を
テ
ー
マ
に
応
急
手
当
の
方
法
や
消
火

器
の
取
り
扱
い
方
な
ど
の
初
期
消
火
に
つ
い
て
親
子
で
学
び
ま
し
た
。

今
年
は
、
町
消
防
団
第
二
分
団
の
団
員
と
消
防
署
職
員
も
協
力
・
指
導

に
加
わ
り
、
訓
練
用
の
資
材
が
持
ち
込
ま
れ
体
験
型
の
本
格
的
な
も
の
に

な
り
ま
し
た
。
参
加
し
た
保
護
者
の
お
ひ
と
り
は
「
応
急
手
当
の
方
法
な

ど
は
知
っ
て
い
る
つ
も
り
で
も
、
実
際
に
学
ん
で
み
る
と
知
ら
な
い
部
分

も
あ
り
、
参
加
し
て
よ
か
っ
た
」
と
感
想
を
述
べ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

▲
心肺蘇生法に真剣に取り組む
松枝小の児童

放水の体験をする親子

▲
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笠 中 生 徒

中体連夏の大会で
大 活 躍

小池くん（笠中2）健 闘
第30回　日本リトルシニア野球選手権大会

中村くん（松小6）強豪相手に健闘
全日本少年剣道錬成大会

レクリエー
ション

8 月 6 日から12日まで神宮球場他で開催された、日
本リトルシニア野球選手権大会に当町から小池友哉く
ん（笠松中 2 年）が岐阜羽島リトルシニアの一員として
出場され、日ごろの練習の成果を十分発揮し、健闘さ
れました。

7 月29日、日本武道館で開催された全日本少年剣道
錬成大会に当町から中村洋介くん（松枝小 6 年）が団体
の大将として出場され、全国の強豪相手に日ごろの練
習の成果を十分発揮し、健闘されました。

町長へ大会への抱負を述べる中村くん

町長へ出場への意気込みを述べる小池くん

上右：大会へ向けての抱
負を述べる選手代表
上左：剣道
中右：バドミントン女子
中左：水泳
下 ：バドミントン男子
の各選手

8 月 5 日、笠松中学校のスポーツ部の皆さんが中央
公民館で広江町長に東海大会出場の報告をしました。
訪れたのは、名和校長をはじめ、出場するバドミ

ントン・剣道・水泳の競技に出場する選手の皆さん。
広江町長は、「健康に気をつけ、持てる力を十分に

発揮して頑張ってください」と激励しました。
選手の皆さんは、8 月 8 日から10日まで三重県の各

会場で行われた同大会で全力を尽くし競技、健闘さ
れました。特にバドミントン男子・女子は準優勝の
好成績で、8月19日から22日まで滋賀県で開催された
全国大会へ出場を果たす活躍をしました。
出場された選手の皆さんは、次のとおりです。

（敬称略）
【バドミントン】

杉山将士、森昭裕、前田篤紀、奥田智紘、松原　諒、
三田勇希、塔本純子、安藤明花（以上 3年）、
金森正和、福井真美、服部祥子、戸�恵麻、稲見
綾乃、田島祥子（以上 2 年）、永田知里（ 1 年）

【剣道】

亀水千鶴、河合　茜（以上 3年）、
竹田花織、肥後綾乃、栗本瑞紀（以上 2年）、
亀水優子、古田麻名（以上 1年）

【水泳】

南谷良治（ 3年）、村井翔（ 2年）



◎一般男子の部
優　勝　熊田　章甫
〃　 中村　　豊

準優勝　小畑　芳夫
〃　 鈴木　大司

三　位　居波　　徹
〃　 金森　道広
〃　 河合　則彦
〃　 堀田　篤志

◎一般女子の部
優　勝　野村亜由美
〃　 清水　美名

準優勝　猪俣　房子
〃　 間下　淳子

三　位　松森アイ子
〃　 吉沢　則子
〃　 間野　理恵
〃　 小川　麻裕

◎中学生男子の部
優　勝　伊藤　真介
〃　 広瀬　義明

準優勝　安藤　遙平
〃　 間野　智明

三　位　増田　光穂
〃　　木股　孝樹
〃　 森　陽一郎
〃　 岩田　啓吾

◎中学生女子の部
優　勝　則竹沙友里
〃　 日浦由加里

準優勝　北口　紗希
〃　 名和真侑里

三　位　大塚　優佳
〃　　新原　千晴
〃　　田中希和（笠小5）
〃　　金森俊樹（笠小5）

9

グランプリカップ　全日本卓球選手権大会

尾関さん・本谷さん出場10/6（日）
町民大運動会 開催

月　日 10月 6 日（日）（雨天中止）
時　間 午前8時30分～午後4時
場　所 笠松中学校運動場
【問合先】町民運動会実行委員会事務局　

�3 8 8・3 2 3 1（中央公民館）

町民ソフトテニス大会
8月18日（日）緑地公園内テニスコート

大健闘若葉カップ全国小学生
バドミントン大会

平成14年度若葉カップ全国小学
生バドミントン大会が京都府長岡
京市で開催され、当町からは男子7
人、女子1人が参加され、男女とも
決勝トーナメントに進出し、男子
はベスト8、女子はベスト16と全国
の強豪相手に健闘しました。

スポーツ

町から県代表として出場した8人の選手

昨年の運動会から

町民軟式野球
7月7日・14日・21日
勤労青少年運動場

優　勝　円城寺（ 2年連続）
準優勝　中　野
三　位　田代西
〃　　米　野

グランプリカップ平成14年度全日本卓球選手権大
会県予選が行われ、当町からは、上位入賞された次
のかたが9月 6日から8日まで帯広市総合体育館で開
催される全国大会に出場されます。健闘をお祈りし
ます。

（敬称略）
◆ホープスの部

尾関　菜奈（笠松小 6年）
◆カブの部

本谷ちかる（松枝小 4年）
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中
西
克
志

（
田
代
）

笠
中
一
年
生

初
め
て
の
外
国
。
始
め
は
不
安
で

し
た
が
、
行
っ
て
来
て
本
当
に
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
学
校
を
通
じ
て
、

外
国
の
色
々
な
こ
と
を
学
習
で
き
て

よ
か
っ
た
で
す
。
僕
は
英
語
が
苦
手

だ
っ
た
け
ど
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。

言
葉
は
通
じ
な
く
て
も
体
で
表
現
し

た
り
で
き
た
の
で
、
現
地
に
い
る
時

間
が
と
て
も
短
い
と
感
じ
た
。
最
後

に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
最
高
で

し
た
。

飯
田
恭
平

（
西
宮
町
）

笠
中
二
年
生

私
は
、
外
国
人
に
会
う
と
、
な
ん

だ
か
少
し
さ
け
て
い
ま
し
た
。
で
も

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
て
、
人
種
が

違
っ
て
い
て
も
、
言
葉
が
違
っ
て
い

て
も
、
分
か
ち
合
え
る
同
じ
人
間
な

ん
だ
と
い
う
こ
と
が
、
改
め
て
分
か

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
信
が
持
て

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

こ
の
研
修
で
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
の
自
然
の
方
針
や
考
え
方
な
ど
を

知
る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
よ
い

体
験
と
な
り
ま
し
た
。 野

口
文
菜

（
下
新
町
）

笠
中
二
年
生

僕
は
、
こ
の
研
修
を
通
し
て
学
ん

だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
で
す
。

ほ
と
ん
ど
言
葉
も
分
か
ら
な
く
、

本
当
に
ど
う
し
よ
う
と
、
ず
っ
と
考

え
て
い
た
け
れ
ど
、
一
生
懸
命
に
自

分
の
考
え
を
相
手
に
伝
え
よ
う
と
し

て
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
な
ど
を
使
う
と
相

手
に
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
ら
れ
、

相
手
の
考
え
も
分
か
り
ま
し
た
。
つ

ま
り
大
切
な
の
は
、
言
葉
よ
り
気
持

ち
だ
と
思
い
ま
す
。

福
田
健
吾

（
田
代
）

笠
中
一
年
生

僕
は
、
昨
年
の
家
族
で
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
に
続
き
、
二
度
目
だ
っ
た
の

で
、
少
し
は
自
信
が
あ
っ
た
の
に
、

い
く
つ
か
の
質
問
に
対
し
て
、
あ
ま

り
う
ま
く
説
明
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
度
に
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

は
僕
を
気
づ
か
っ
て
く
れ
て
い
る
の

が
分
か
り
、
う
れ
し
い
ん
だ
け
れ

ど
、
申
し
訳
な
い
と
い
う
気
持
ち
で

悔
し
か
っ
た
で
す
。
で
も
、
一
人
で

の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
得
る
も
の
も
多

く
、
貴
重
な
体
験
が
で
き
て
良
か
っ

た
で
す
。

大
橋
賢
人

（
北
及
）

笠
中
一
年
生

昨年に引き続き行われたニュージーランドへの青少年

派遣事業。今年は、8月3日から10日まで、町内の中学

生10人がオークランド市を訪れ、一般家庭へのホーム

ステイ、学校の授業への参加、農場体験などを通して、

現地の文化や生活習慣を肌で感じ、言葉の壁を越えて交

流を深めました。

参加者たちの感想を紹介します。 （敬称略）

僕
は
P
i
ke
家
に
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

学
校
へ
は
楽
し
く
会
話
を
し
な
が

ら
行
け
ま
し
た
。
学
校
か
ら
帰
っ
て

か
ら
は
、
ボ
ー
ト
ク
ラ
ブ
や
空
手
教

室
な
ど
に
連
れ
て
い
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人

た
ち
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
言
葉
が
通
じ
な
か
っ
た
り
、
う

ま
く
聞
き
と
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
り
し
ま
し
た
。

こ
の
家
族
と
の
生
活
は
、
一
生
で

の
大
切
な
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

シープワールド（牧場体験）

ワンツリーヒルにて
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ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
は
、
鳥
が

す
ご
く
た
く
さ
ん
い
て
、
キ
ウ
ィ

バ
ー
ド
は
と
て
も
有
名
で
す
。
私
は
、

キ
ウ
ィ
バ
ー
ド
し
か
知
ら
な
か
っ
た

け
ど
、
博
物
館
で
モ
ア
と
い
う
鳥
を

見
ま
し
た
。
モ
ア
は
、
世
界
最
大
の

飛
べ
な
い
鳥
で
す
。
約
160
年
ぐ
ら
い

前
に
は
い
た
そ
う
で
す
が
、
絶
滅
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
160
年
前
に
は
、

こ
こ
に
存
在
し
て
い
た
と
思
う
と
、

不
思
議
で
し
た
。
生
き
て
い
る
モ
ア

が
見
て
み
た
い
…
。

見
須
郁
美

（
田
代
）

笠
中
二
年
生

研
修
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
心
の
つ

な
が
り
で
す
。
自
分
の
気
持
ち
が
う

ま
く
伝
わ
る
か
心
配
で
し
た
が
、
マ

ン
さ
ん
夫
妻
は
優
し
く
接
し
て
く
れ

ゴ
ル
フ
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
一
緒
に

し
た
り
、
学
校
で
は
、
バ
デ
ィ
の

ジ
ェ
ー
ム
ス
君
と
楽
し
く
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
僕
の
話
を
一
生

懸
命
聞
こ
う
と
し
て
く
れ
た
こ
と
、

そ
し
て
、
自
分
の
気
持
ち
を
な
ん
と

か
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
う

れ
し
く
、
充
実
し
た
毎
日
で
し
た
。

松
原
圭
史

（
無
動
寺
）

笠
中
二
年
生

私
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
研
修
を

通
し
て
色
々
な
文
化
を
学
び
ま
し
た
。

現
地
の
学
校
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
バ

デ
ィ
と
共
に
色
々
な
勉
強
を
し
ま
し

た
。
言
葉
や
表
現
の
仕
方
、
物
の
考

え
方
e
t
c
…
。
そ
し
て
そ
の
人
達

と
接
す
る
こ
と
で
�
温
か
さ
�
と
い

う
も
の
を
心
か
ら
感
じ
ま
し
た
。

私
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
訪
問

し
、
体
や
言
葉
だ
け
で
は
表
現
で
き

な
い
よ
う
な
大
切
な
も
の
を
学
ん
だ

と
思
い
ま
す
。

伊
藤
琴
音

（
下
柳
川
町
）

笠
中
二
年
生

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
学
校
は
何

も
か
も
が
違
っ
て
い
て
新
鮮
だ
っ

た
。
給
食
・
そ
う
じ
が
な
く
休
み
時

間
の
間
食
OK
!!
と
て
も
広
く
て
迷
子

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
…
。

生
徒
も
先
生
も
と
て
も
親
切
で
い

ろ
い
ろ
教
え
て
く
れ
た
。
か
た
こ
と

の
日
本
語
で
し
ゃ
べ
り
か
け
て
も
く

れ
た
。
こ
の
研
修
は
と
て
も
良
い
体

験
が
で
き
た
。
日
本
と
外
国
と
の
生

活
習
慣
の
違
い
や
本
物
の
英
語
を
聞

き
、
会
話
が
で
き
た
。
大
変
だ
っ
た

け
れ
ど
、
楽
し
か
っ
た
。

寶
村
恵
利

（
北
及
）

笠
中
二
年
生

ポ
リ
ネ
シ
ア
か
ら
海
を
渡
っ
て

来
た
マ
オ
リ
族
の
支
配
と
そ
の
後

の
英
国
の
植
民
地
時
代
を
経
て
、

現
在
は
二
つ
の
文
化
が
融
合
す
る

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
の
研
修
を

無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
参
加
し
た
生
徒
た
ち
に
と
っ

て
は
、
素
晴
ら
し
い
体
験
で
し
た
。

現
地
で
の
研
修
は
、
レ
ン
ジ

ビ
ュ
ー
イ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
エ
イ
ト

ス
ク
ー
ル（
日
本
の
中
学
一
・
二
年

の
学
校
）で
の
英
語
レ
ッ
ス
ン
と

現
地
校
授
業
参
加
、
夜
は
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
生
活
と
い
う
具

合
で
、
一
日
中
生
き
た
英
語
を
学

ぶ
毎
日
で
し
た
。

現
地
校
は
、
白
人
、
マ
オ
イ
系
、

ア
ジ
ア
系
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
人
種

の
生
徒
が
学
ん
で
い
ま
す
。
そ
う

し
た
中
、
こ
の
研
修
を
お
世
話
し

西
洋
人
と
会
話
す
る
も
の
で
は
な

く
、
世
界
中
の
人
々
と
会
話
す
る

た
め
の
言
語
で
す
よ
。』と
言
わ
れ

た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

参
加
し
た
生
徒
た
ち
は
、
研
修

を
通
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
大
切
さ
を
学
び
、
少
し
国
際
人

に
成
長
し
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

団
長

笠
松
中
学
校

教
頭岩

田
親
典

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
て
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
人
に
す
ご
く
親
切
に

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
私
は
そ
こ
で
、

サ
ン
キ
ュ
ー
と
し
か
言
え
な
か
っ
た

け
ど
、
き
ち
ん
と
自
分
の
気
持
ち
を

声
に
出
し
て
伝
え
る
こ
と
が
大
切
な

ん
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
動

物
と
接
し
た
り
、
大
草
原
を
見
た
り

し
て
大
自
然
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
す
ご
く
い
い
経
験
に
な
っ

た
し
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。

田
島
祥
子

（
無
動
寺
）

笠
中
二
年
生

日本語学級のクラスとの交流会

て
い
た
だ
い
た
か
た
が
『
英
語
は

フェアウェルランチ（お別れ会）
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町民運動会実行委員会では、職域・クラブ別リレー
（1チーム4人の男女別400メートルリレー）の参加者を
募集しています。
【申込締切】9月13日（金）
【申 込 先】町民運動会実行委員会事務局

（中央公民館内）�388・3231

町美術展実行委員会では、11月2日（土）から11月4日
（月）まで中央公民館および町民体育館で開催される町
美術展への出展品を募集します。
【出品資格】町内に在住・在勤・在学（中学生以上）お
よび町内出身者や町内で学習しているかた

【出品作品点数】1部門2点以内（1人3点まで）
【申込方法】10月4日（金）までに出品申込票を中央公
民館へ提出。（出品申込票は、中央公民館・松枝公
民館・総合会館にあります）

【問合先】町美術展実行委員会事務局
（中央公民館内）�388・3231

家庭で使用済みとなった食用油の回収を町婦人会・
生活学校の協力で、次のとおり実施しますので、ご利
用ください。
【月　　日】 9月18日（水）
【時　　間】 午前9時30分～11時30分
【回収場所】 役場・中央公民館・松枝公民館・

下羽栗会館
※牛乳パック・ダンボール・アルミ缶・新聞紙も同時

に回収します。

【問合先】環境経済課（内線253）

募集部門・作品規格
部　門

日本画・洋画
水墨画

彫塑工芸

書

写　　真

デザイン

作品規格
60号以内
額装を原則とし、額にはひもをつける。

自由。ただし出品申込票に種別を記入
する。

色紙以上とする。
（軸装または額装に限る）

6つ切りから全紙を原則とする。
ただし、全倍は1人1点とする。
（組写真は4つ切り以下）

B全判以内を原則とし、額にはひもを
つける。 学校資源回収のお知らせ

対象地域

日　　時

回収品目

問 合 先

松枝小学校区

9月15日（日）
〈雨天：9月16日（月）〉
午前8時～

牛乳パック・ダンボール・
アルミ缶・新聞紙・雑誌

松枝小学校　�388・2551

※雨天等で中止の場合は、防災行政無線でお知らせ

します。

第32回 町美術展作品募集 第51回 町民大運動会参加者募集

資源回収のお知らせ

使用済食用油の回収

お
願
い

情
報

お知
らせ
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10月1日現在で、平成14年就業構造基本調査が行わ
れます。
この調査は、全国の全世帯を代表するように選定さ

れた世帯に住む15歳以上のかたを対象に行うもので、
我が国に住んでいるかたがたの就業・不就業の実態を
調べ、雇用・失業対策や経済政策などに役立てること
を目的としています。
調査対象に選定された世帯には調査員が9月下旬か

ら10月上旬にお伺いしますので、ご協力をお願いしま
す。

今年中に新築、または増築された家屋などを対象に、
9月上旬から12月末にかけて役場税務課職員が訪問し
「家屋調査」を行います。
この調査は、家屋の種類、構造別に使用材料や仕上

状況などを把握し、固定資産税や不動産取得税の課税
基礎となる評価額を算定するために行うものです。
調査時には、家屋の仕様書や設計書など明細がわか

る資料や登記済証などの提示をお願いする場合もあり
ますので、ご協力をお願いします。
なお、お勤めなどで留守になりがちなかたは、事前

に都合のよい日をご連絡ください。また、1月以降、
家屋の一部や全部を取り壊されたり、12月までに取り
壊しを予定されている場合は、『家屋取り壊し届』を
提出してください。（用紙は税務課にあります）

中央公民館図書室では、9月2日（月）から10月31日
（木）まで蔵書整理のため、本の貸出や学習などの利用
で、ご迷惑をおかけする場合がありますが、ご協力を
お願いします。

子育て支援センターと児童館では、お子さんとお母
さんのふれあいの場、また、お母さん同志の交流の場
として、「子育てサロン＆ピヨピヨひろば」を合同で
開催します。
お気軽にご参加ください。

【月　日】 9月26日（木）
【時　間】午前10時～11時
【場　所】下羽栗会館
【対象者】 3歳未満児とその保護者
【問合先】

子育て支援センター　�387・2644
児童館　�388・0811

運動の重点

①飲酒運転の追放

・飲酒運転追放三ない運動
「飲んだら乗らない、乗るなら飲まない、飲ませ

ない」を地域ぐるみで推進しましょう。

②高齢者の交通事故防止

・車を運転するかたは、高齢者のかたを見かけたら
徐行するなど「思いやりのある運転」を心がけま
しょう。

・家族の外出には「気をつけてね」と“愛のひと声”
をかけましょう。

・「紅葉マーク」を表示した車を見かけたら、思い
やりのある運転に努めましょう。

・危険な夜の外出には反射材を身に付けましょう。

③シートベルトとチャイルドシートの着用の徹底

・運転者・同乗者は、いつでもどこでも、必ずシー
トベルトを着用しましょう。

・幼児を同乗させるときは、子どもの体格に合った
チャイルドシートを正しく使用しましょう。

�ご存じですか？このマーク！

この標識は、身体障害者標識です。
※一般の運転者は、この標識を付
けた自動車に対して、危険防止
のためやむを得ない場合を除
き、その自動車の前方に割り込
んだり、その側方に幅寄せをし
てはいけません。

家屋調査にご協力ください 税務課

中央公民館図書室の利用のご案内

就業構造基本調査実施 企画課

子育てサロン＆ピヨピヨひろば開催
子育て支援センター・児童館

秋の全国交通安全運動　9月21日（土）～9月30日（月）～地域ぐるみで守ろう　お年寄りと子ども～

なお、松枝公民館では11月1日（金）から28日（木）ま
で、下羽栗会館では10月18日（金）から11月14日（木）ま
で蔵書整理を行います。



14

相続税は、相続や遺贈（遺言によって財産を譲ること）によって、亡くなった人（被相続人）の財産をもらっ
たかたにかかる税金で、相続や遺贈によってもらった「正味の遺産額」が、「基礎控除額」を超える場合に
その超える額に対して課税されます。
つまり、「正味の遺産額」が「基礎控除額」の範囲内であれば、相続税はかかりません。

まず、課税遺産総額を法定相続分どおりに分けたものとして、各法定相続人別に税額を計算します。
この税額を合計したものが相続税の総額です。
この相続税の総額を、各相続人や受遺者が実際に取得した正味の遺産額の割合に応じてあん分した額が、

各人の相続税額です。
なお、各人の相続税額に対して、「配偶者に対する相続税額の軽減」や「未成年者控除」、「障害者控除」

などの適用を受ける場合、税額が軽減されます。

平成14年中に相続や遺贈によって財産を取得したかたのうち、相続
税のかかるかたについては、被相続人が死亡したことを知った日の翌
日から10ヵ月以内に、被相続人の住所地を管轄する税務署に申告し、
納税することになっています。
なお、相続税額が10万円を超え、かつ、納期限（納付すべき日）まで

に金銭で納付することが困難な場合、年賦で納める「延納」の制度が
あります。
また、延納によっても金銭で納めることが困難とする事由があると

きは、相続した財産（物納適格財産であるなど一定の要件を満たしたものに限ります）で納める「物納」の制
度もあります。
いずれの制度も、納期限（納付すべき日）までに必要書類を添えて申請することになります。

相続税の計算

相続税の仕組み

財産を相続したとき財産を相続したとき

遺産総額（被相続人が所有していたすべての財産の合計額）

遺産額

遺産額

正味の遺産額
①墓所、仏壇、祭具など
②国や地方公共団体、特定の公益法
人に寄付した財産

③死亡保険金・死亡退職金のうち次
の額まで

500万円×法定相続人の数

《非課税財産の主なもの》

5,000万円＋1,000万円×法定相続人の数

基礎控除額 課税遺産総額

相続開始前3年以内の贈与財産

非課税財産 葬式費用 受け継いだ債務

※相続人のうち、被相続人の養子がいる場合の
法定相続人に含める養子の数は、実子がいる
場合は1人、実子がいない場合は2人までとな
っています。

1,000万 1,000万 1,000万

5,000万

基礎控除相続税の申告と納税の期限
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付加保険料（月額400円）を納付すると、老齢基
礎年金に上積みされる形で付加年金が支給され
ます。
●付加年金額は（200円×付加保険料納付済月数）

で計算され、物価スライドはありません。

付加年金
第 1 号被保険者とし

て保険料を納付した月
数と保険料半額免除期
間の月数の 2 分の 1 に
相当する月数を合算し36月以上ある人が、老齢
基礎年金・障害基礎年金のいずれも受けないで
死亡し、その遺族が遺族基礎年金を受けられな
い場合に支給されます。

第 1 号被保険者として保険料を納めた期間（保
険料免除期間を含む）が25年以上ある夫が死亡し
たとき、妻が60歳から65歳になるまでの間受け
られます。
ただし、夫との婚姻期間が10年以上あること、

夫が老齢基礎年金や障害基礎年金を受けていな
いことが条件です。
●年金額

ペットはあなたの家族です。
愛情もしつけも欠かせません。

犬や猫などの小動物は、人間のパートナーとして私たち
の生活に潤いをもたらしてくれます。しかし、その一方で、
鳴き声や悪臭などのトラブルも絶えません。安易に動物を
捨てたり、虐待したりする事件も増えています。飼い主に
は命ある動物の一生の面倒をみるという強い自覚と責任感
が求められています。

寡婦年金
か ふ

の 独
自営業・自由業・学生など
20歳以上60歳未満

自
給
付

住民課

保険料納付済月数と保険料半
額免除期間の月数の2分の1に
相当する月数を合算した月数

※付加保険料納付済月数が36月以上あるときは、
8,500円が加算されます。

36月以上180月未満

180月以上240月未満

240月以上300月未満

300月以上360月未満

360月以上420月未満

420月以上

120,000円

145,000円

170,000円

220,000円

270,000円

320,000円

金 額

夫が受けるはずだった老齢基礎年金額の 4 分の 3。

9/20（金）～9/26（木）

死亡一時金
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絵
手
紙
サ
ー
ク
ル
は
、
絵
手
紙
の
好
き
な
人
、
興

味
の
あ
る
人
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

花
や
果
物
、
生
活
の
一
コ
マ
を
心
を
込
め
丹
念
に

描
い
て
い
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
毎
回
2
枚
を
独
居
の
か
た
に
お
届
け

し
て
い
ま
す
。

1
枚
の
絵
手
紙
に
健
康
で
無
事
に
過
ご
せ
る
こ
と

へ
の
感
謝
と
願
い
を
込
め
て
描
い
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
か
た
は
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〔
活
動
日
〕
毎
月
第
2
月
曜
日

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

〔
場

所
〕
福
祉
会
館

〔
連
絡
先
〕
東
陽
町

山
田
光
子
宅
（
�
3
8
7
・
5
0
8
1
）

描いてみませんか、楽しい絵手紙
絵手紙サークル

「
麻
婆
豆
腐
」
は
豆
腐
料
理
の

な
か
で
も
子
ど
も
た
ち
に
特
に
人

気
の
あ
る
メ
ニュ
ー
の
ひ
と
つ
で
す
。

豆
腐
は
「
畑
の
肉
」
と
呼
ば
れ
、

た
ん
ぱ
く
質
が
豊
富
な
大
豆
か
ら

作
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
ん
ぱ
く
質

は
筋
肉
や
体
内
の
臓
器
、
血
液
な

ど
私
た
ち
の
体
を
作
る
材
料
と
し

て
最
も
重
要
な
栄
養
素
で
す
。

〈
作
り
方
〉

①
豆
腐
は
サ
イ
の
目
切
り
に
し
、

さ
っ
と
茹
で
、
ザ
ル
に
あ
げ
て

お
く
。

②
ね
ぎ
は
み
じ
ん
切
り
、
に
ん
に

く
、
生
姜
は
す
り
お
ろ
し
て
お

く
。

③
中
華
鍋
を
熱
し
、
サ
ラ
ダ
油
を

ひ
き
、
②
と
豆
板
醤
を
軽
く
炒

め
、
香
り
出
し
を
す
る
。

④
③
に
豚
ミ
ン
チ
を
加
え
、
肉
が

白
っ
ぽ
く
な
る
ま
で
炒
め
る
。

⑤
分
量
の
水
と
○A
の
調
味
料
、
①

の
豆
腐
を
加
え
、
煮
立
っ
た
ら

火
を
弱
め
て
煮
込
み
、
水
溶
き

片
栗
粉
で
と
ろ
み
を
つ
け
る
。

⑥
最
後
に
、
ご
ま
油
を
落
と
し
て

香
り
を
つ
け
て
仕
上
げ
る
。

木綿豆腐 …………………1丁
豚ミンチ …………………80g
ねぎ ………………………50g
生姜 ………………………少々
にんにく …………………少々

豆板醤 ………………適宜
赤味噌 …………大さじ1

A 砂糖（上白）………小さじ2
酒 ………………大さじ1
しょうゆ……大さじ1と1/3
中華だしの素 ……小さじ1弱

水 ………………………180cc
片栗粉 ………………小さじ2
ごま油 ……………………少々
サラダ油 …………………適宜

｛
4
人
分

材

料

麻 婆 豆 腐

な

ま

か

N
A
K
A
M
A

BOOK

おいしそうなアヒルのタマゴをみつけ
たオオカミおばさん。
おなかはぺこぺこだけど　がまん、が

まん。ヒヨコにかえしてふとらせてから
たべましょう。ところがうまれたアヒル
のあかちゃんがオオカミおばさんをママ
だとおもったことから　あれれれれ…？

オ
オ
カ
ミ
お
ば
さ
ん
た
べ
ち
ゃ
ダ
メ
！

下
羽
栗
会
館

著
者

シ
ェ
ー
ン
・ロ
ディ

発
行

小
学
館

前田利家の妻となり、また夫亡き後
は加賀藩主の母となった〝まつ〟は前
田家の繁栄と存続のために尽くした。
家族の深い愛情と利家との固い絆を描
いています。

戦
国
二
人
三
脚松

枝
公
民
館

著
者

杉
本
苑
子

発
行

N
H
K
出
版

お父さん、お母さん、おじいさん、
おばあさん、そして兄妹10ぴき―家族
みんなで14ひきのねずみたちが、季節
ごとに繰り広げる行事を楽しく描いた
人気シリーズの絵本の最新作です。今
回は、いろいろな種類のトンボや虫た
ちが登場します。

14
ひ
き
の
と
ん
ぼ
い
け

中
央
公
民
館

著
者

い
わ
む
ら
か
ず
お

発
行

童
心
社

BOOK



す
。花

の
水
や
り
当
番
の
子
も
、
こ
の

水
や
り
の
時
間
を
ど
れ
ほ
ど
待
っ
て

い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。「
先
生
、
も

う
、
お
花
さ
ん
に
水
あ
げ
て
き
て
も

い
い
？
」
と
待
ち
き
れ
な
い
様
子
で

す
。年

長
児
の
ク
ラ
ス
で
は
、
一
人
一

鉢
、
あ
さ
が
お
を
育
て
て
い
て
、
み

ん
な
花
が
咲
く
の
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。あ
さ
が
お
だ
け
で
は
な
く
、

園
庭
に
は
花
壇
も
あ
り
、
き
れ
い
な

花
が
咲
い
て
い
ま
す
。
こ
の
「
水
や

り
当
番
」
と
い
う
活
動
が
あ
っ
て
、

自
然
に
植
物
へ
の
優
し
さ
が
芽
ば
え

て
き
ま
し
た
。「
あ
さ
が
お
さ
ん
、

芽
が
で
た
か
な
ぁ
。
見
に
行
っ
て
み

よ
う
よ
」
と
先
生
も
誘
っ
て
く
れ
ま

す
。
そ
ん
な
時
、
ピ
ョ
コ
っ
と
顔
を

出
し
て
い
る
緑
の
芽
が
見
ら
れ
る

と
、
心
の
底
か
ら
子
ど
も
と
一
緒
に

喜
び
合
え
る
の
で
す
。

今
で
は
、
食
器
並
べ
や

花
の
水
や
り
の
よ
う
な
活

動
が
あ
た
り
ま
え
に
な

り
、
習
慣
と
し
て
日
常
生

活
に
入
っ
て
い
ま
す
。
あ

た
り
ま
え
の
こ
と
が
一
生

懸
命
で
き
る
姿
、
基
本
的

な
こ
と
が
し
っ
か
り
で
き

る
姿
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
来
年
に
は
、
今
の
年

中
児
の
ク
ラ
ス
の
子
ど
も

た
ち
が
小
さ
い
ク
ラ
ス
の

子
ど
も
た
ち
に
、
優
し
く

し
て
あ
げ
た
い
な
と
い
う

気
持
ち
が
持
て
る
よ
う

に
、
な
っ
て
く
れ
た
ら
う

れ
し
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
日
常
生

活
の
中
で
、
明
る
く
元
気
な
子
ど
も

た
ち
の
ス
テ
キ
な
と
こ
ろ
を
た
く
さ

ん
見
つ
け
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

そ
し
て
一
緒
に
、
成
長
し
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

ち
の
声
を
聞
い
て
、
え
ら
い
な
ぁ
と

思
い
、
ま
た
、
う
れ
し
く
思
い
な
が

ら
見
守
っ
て
い
ま
す
。

今
、
年
長
児
が
年
少
児
や
年
中
児

の
子
ど
も
た
ち
に
、
こ
ん
な
に
も
優

し
く
で
き
る
の
は
、
き
っ
と
、
現
在

小
学
一
年
生
の
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ

ん
た
ち
に
、
去
年
ま
で
優
し
く
し
て

も
ら
っ
て
い
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
そ

う
い
う
姿
を
し
っ
か
り
見
て
い
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
自
分
た

ち
が
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
次
は
自

分
た
ち
が
し
て
あ
げ
る
の
だ
と
い
う

思
い
の
表
れ
の
よ
う
な
気
が
し
ま

「
今
日
か
ら
、
私
た
ち
の
グ
ル
ー

プ
は
何
の
お
当
番
？
」
一
週
間
ご
と

に
交
代
す
る
当
番
活
動
を
と
て
も
楽

し
み
に
し
、
や
る
気
満
々
の
子
ど
も

た
ち
で
す
。
年
少
・
年
中
・
年
長
児

と
も
に
、
ク
ラ
ス
の
中
で
グ
ル
ー
プ

ご
と
に
当
番
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
も
年
長
児
の
当
番
活

動
に
は
、「
食
器
並
べ
」
や
「
花
の

水
や
り
」
と
い
う
、
園
全
体
に
関
わ

る
当
番
活
動
も
入
っ
て
い
ま
す
。

「
食
器
並
べ
」
は
、
簡
単
に
言
う

と
、
給
食
後
、
自
分
た
ち
で
水
洗
い

し
た
お
皿
を
給
食
室
前
の
食
器
ケ
ー

ス
に
、
き
れ
い
に
整
頓
し
、
並
べ
る

と
い
う
活
動
で
す
。
基
本
的
に
は
、

ど
の
学
年
の
ク
ラ
ス
も
、
自
分
た
ち

の
使
っ
た
食
器
は
、
自
分
た
ち
で
給

食
室
前
ま
で
運
ん
で
い
き
ま
す
。

す
る
と
、
当
番
の
年
長
児
が
、
食
器

ケ
ー
ス
の
前
に
い
て
、
と
て
も
き
れ

い
に
並
べ
て
く
れ
る
の
で
、
年
少
・

年
中
児
が
安
心
し
て
渡
し
て
い
く
の

で
す
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
カ
ゴ

を
持
ち
、
年
少
・
年
中
児
部
屋
を
回

り
、
洗
っ
た
お
皿
が
あ
れ
ば
、
カ
ゴ

に
入
れ
て
運
ん
で
来
て
く
れ
ま
す
。

「
も
も
ぐ
み
さ
ん（
年
少
児
）食
べ
る

の
、
ゆ
っ
く
り
だ
も
ん
ね
。
お
皿
、

持
っ
て
来
て
あ
げ
よ
う
よ
」
こ
ん
な

声
が
絶
え
ま
せ
ん
。
毎
日
の
こ
と
な

が
ら
、
優
し
い
心
を
持
つ
子
ど
も
た

17

日
常
生
活
の
中
で

9月9日は

「救急の日」
9 / 9～15「救急医療週間」9 / 9～15「救急医療週間」

笠松町道徳教育連絡会議

笠
松
幼
稚
園

教
諭

石
原
愛
美
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重
度
心
身
障
害
者
（
65
歳
未

満
）、
母
子
・
父
子
家
庭
で
現
在

「
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
」
を
使

用
さ
れ
て
い
る
か
た
は
、
9
月
30

日（
月
）で
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
。

新
し
い
受
給
者
証
を
医
療
機
関

に
提
示
し
て
い
た
だ
か
な
い
と
、

10
月
以
降
の
医
療
費
助
成
が
受
け

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
必
ず
更
新
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

〔
受
付
期
間
〕

9
月
17
日（
火
）〜
30
日（
月
）

〔
受
付
場
所
〕

役
場
福
祉
健
康
課

【
月

日
】
9
月
18
日（
水
）

【
時

間
】
午
後
2
時
〜
3
時

【
場

所
】
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー

【
相
談
員
】
精
神
科
医
師
・
岐
阜

地
域
保
健
所
保
健
師

※
予
約
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

〔
必
要
な
も
の
〕

・
印
鑑

・
国
民
健
康
保
険
や
社
会
保
険
な

ど
の
加
入
保
険
の
被
保
険
者
証

・
現
在
の
福
祉
医
療
費
受
給
者
証

・
公
的
年
金
証
書（
遺
族
基
礎
年

金
・
母
子
年
金
な
ど
を
受
給
中

の
か
た
）

・
福
祉
医
療
費
が
支
給
さ
れ
る
時

の
振
込
先
金
融
機
関
・
口
座
番

号
・
口
座
名
義
人
が
わ
か
る
も

の（
預
金
通

帳
な
ど
）

ダ
イ
エ
ッ
ト
食
品
と
称
し
た
未

承
認
医
薬
品
の
服
用
者
に
肝
機
能

障
害
な
ど
が
発
生
し
て
い
る
こ
と

が
最
近
全
国
各
地
で
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

問
題
と
な
っ
て
い
る
製
品
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

・
御
芝
堂
減
肥

（
お
ん
し
ど

う
げ
ん
ぴ
こ
う
の
う
）

・

索
減
肥（
せ
ん
の
も
と
こ
う

の
う
）

・
思

消
胖
健
美
素

・
美
麗
痩
身

・
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ォ
ー
ティ
ー
ワ
ン

・

酸
芬

拉
明
片

・
オ
ロ
チ
ン
チ
ャ
ス

・
C
O
M
E
T

・
ハ
イ
パ
ー
タ
イ
ト

・
千
百
潤
痩
身

当
該
製
品
を
服
用
し
て
い
る
か

た
は
直
ち
に
服
用
を
中
止
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
当
該
製
品
を
服

用
し
体
調
に
異
常
が
あ
る
場
合
に

は
、
医
療
機
関
で
受
診
す
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ら
の
製
品
だ
け
で
な
く
、

医
薬
品
的
な
効
能
効
果
を
掲
げ
る

健
康
食
品
の
安
易
な
服
用
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

【
問
合
先
】

岐
阜
県
庁
薬
務
課

�
2
7
1
・
5
7
3
1

岐
阜
地
域
保
健
所

�
0
5
8
3
・
80
・
3
0
0
3

結
核
は
、「
過
去
の
病
気
で
あ
る
」

と
思
っ
て
い
る
か
た
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
今
ま
で
30
年
以

上
も
減
り
続
け
て
い
た
患
者
数

は
、
増
加
傾
向
に
な
っ
て
い
ま
す
。

結
核
に
対
す
る
関
心
を
持
ち
、
次

の
予
防
や
対
策
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

①
定
期
的
に
検
診
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

現
在
、
結
核
住
民
検
診
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
肺
が
ん
検

診
を
受
け
ら
れ
た
か
た
は
、
結
核

住
民
検
診
を
受
け
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

②
結
核
の
初
期
の
症
状
は
、
風
邪

と
よ
く
似
て
い
ま
す
。
症
状
の

改
善
が
み
ら
れ
な
い
場
合
は
、

早
め
に
医
師
に
診
て
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。

重
度
・
母
子
福
祉
医
療
費
受
給
者
証

10
月
1
日
更
新
、
必
ず
手
続
き
を
！！

心
の
健
康
相
談

結
核
住
民
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

未
承
認
医
薬
品
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

9月は健康増進普及運動月間

問合先　福祉健康課
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年齢基準日：平成15年 4月 1日

横　綱
大　関
張出大関
関　脇
小　結
前　頭
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
十　両
2
3
4
5
6
7
8
9
10

廣 澤 あ さ
加 納 ワ カ
横山■恵
大野　なゑ
長谷川やす
葛谷鶴江
松原　づ
山田みき江
加藤久子
北村志づゑ
村島キン
磯部きみ子
赤塚まつゑ
尾藤ヒデノ
川嶋ヒロミ
柳原　ま
青井　み江
川部きみへ
澤田きしゑ
小川　子
加藤　も子
野々垣　經
佐合ふさを
松原つたへ
三浦貞子
岩田とし子

岡田　ちの
小川うめ
山田やゑ

106
99
98
98
97
96
96
96
96
96
96
96
95
95
95
95
95
95
95
95
94
94
94
94
94
94
94
94
94
94

江川3番地の2

北及1087番地

八幡町49番地

田代394番地の1

円城寺2409番地

円城寺964番地の1

北及326番地

下本町60番地

奈良町65番地

北及173番地

田代1026番地の9

田代1074番地の3

田代368番地

門間1560番地

門間1903番地

県町52番地

西町102番地

北及1870番地

米野5番地

新町43番地

上本町74番地の2

司町31番地の1

門前町17番地

北及343番地の1

二見町89番地

円城寺474番地の1

北及708番地

友楽町19番地の2

田代510番地

下新町26番地

横　綱
大　関
張出大関
関　脇
小　結
前　頭
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
十　両
2
3
4
5
6
7
8
9
10

鬼 束 惇 哉
岩田紋一郎
道家　康
小島繁光
松原清治郎
田島邦雄
長谷川鶴吉
川出平三

春日井善一
服部清一
栗本二郎
加藤丹治郎
岩田有一
小木曽運太郎
水 野 喜 七
田 島廣市
川出一郎
山田憲太郎

末松義春
石原正一
松山正一
竹市義雄
森本多美一
浦　定男
松原丈夫
小島美臣
柴山文三

100
96
96
94
94
94
94
93
93
93
93
92
92
92
92
92
91
91
91
91
91
90
90
90
90
90
89
89
89
89

田代424番地

天王町62番地の3

門間365番地

八幡町48番地

江川151番地

無動寺293番地

円城寺2409番地

円城寺921番地

北及2015番地

円城寺1587番地

朝日町9番地の1

八幡町93番地

東宮町23番地

奈良町50番地

中野102番地

北及276番地

円城寺1486番地

中野213番地の1

円城寺920番地

東陽町27番地の2

長池475番地

常盤町21番地の4

下本町29番地

円城寺801番地

下柳川町21番地

上新町149番地の2

田代725番地の2

江川196番地

奈良町6番地

美笠通2丁目9番地

平
成
十
四
年
八
月
二
十
五
日
現
在

島きみゑ

橋弘司
川出太

見理一



岐
阜
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
で
は
、
雇
用
就
業
を
希
望
す

る
55
歳
以
上
お
お
む
ね
65
歳
ま
で
の

か
た
を
対
象
に
、
就
業
を
目
的
と
し

た
技
能
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
問
合
先
】
岐
阜
県
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
連
合
会
�
2
4
9
・
0
2

2
8
ま
た
は
、
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
�
3
8
7
・
5
3
3
2

町
で
は
、
家
庭
教
育
の
在
り
方
に

つ
い
て
考
え
、
明
る
く
楽
し
い
家
庭

づ
く
り
を
目
的
と
し
て
家
庭
教
育
シ

リ
ー
ズ
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

第
4
回
目
は
、
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
の
で
、是
非
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

【
月
日
】
9
月
13
日
（金）

【
時
間
】
午
後
7
時
30
分
〜
9
時
15
分

【
会
場
】
中
央
公
民
館
集
会
室

【
講
座
内
容
】

「
叱
り
上
手
、
ほ
め
上
手
な
親
に
な

る
た
め
に
」

講
師

元
岐
南
西
小
学
校
長

長
井
昌
子

氏

【
月
日
】
10
月
13
日
（日）

【
時
間
】
午
前
9
時
〜

【
場
所
】
町
民
体
育
館

【
参
加
資
格
】
町
内
に
在
住
・
在
勤

の
か
た

【
種
目
】
ダ
ブ
ル
ス

①
一
般
男
子
・
女
子
の
部

②
中
学
生
男
子
・
女
子
の
部

③
親
子
「
父
子
・
母
子
」
の
部

④
小
学
生
3
・
4
・
5
・
6
年
の
部

【
申
込
締
切
】
10
月
4
日
（金）

【
日
時
】

9
月
7
日
（土）
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

8
日
（日）
午
前
9
時
〜
午
後
3
時

【
場
所
】
笠
松
刑
務
所（
中
川
町
23
）

【
内
容
】

・
刑
務
所
お
よ
び
少
年
鑑
別
所
に
お

け
る
業
務
の
ビ
デ
オ
放
映
お
よ
び

パ
ネ
ル
展
示

・
性
格
テ
ス
ト

・
笠
松
保
育
園
児
に
よ
る
鼓
笛
演
奏

・
笠
松
小
学
校
、
笠
松
中
学
校
の
児

童
お
よ
び
生
徒
の
作
品
展
示

・
岐
阜
工
業
高
等
学
校
生
徒
の
製
作

品
で
あ
る
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
の
運
行

・
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
と
遊
ぼ
う

・
七
宝
焼
体
験
コ
ー
ナ
ー

・
刑
務
所
作
業
製
品
の
展
示
即
売

（
家
具
、
味
噌
、
衣
料
品
な
ど
）

【
問
合
先
】
笠
松
刑
務
所

�
3
8
7
・
5
1
2
1

【
月
日
】
9
月
28
日
（土）
・
29
日
（日）

【
時
間
】
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
30
分

【
場
所
】
岐
阜
メ
モ
リ
ア
ル
セ
ン

タ
ー
で
愛
ド
ー
ム
体
育
室
（
岐
阜
市

長
良
福
光
大
野
2
6
7
5
の
28
）

【
入
場
料
】
無
料

【
内
容
】

・
五
感
の
刺
激
を
通
し
た
健
康
法
の

体
験

・
健
康
、
福
祉
、
美
容
関
連
商
品
の

展
示
と
販
売

・
三
遊
亭
楽
太
郎
の
ト
ー
ク

・
岐
阜
ラ
ジ
オ
公
開
生
放
送
（
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ

西
金
之
助
、
吉
田

早
苗

ゲ
ス
ト

錦
野

旦
）

【
問
合
先
】
（財）
岐
阜
県
健
康
長
寿
財

団
健
康
推
進
課�

2
7
3
・
1
4
5
6

20

家
庭
教
育
シ
リ
ー
ズ
講
座
④

中
央
公
民
館

町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

町
体
育
協
会

笠
松
矯
正
展

笠
松
刑
務
所

技
能
講
習
受
講
者
募
集

県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

い
き
い
き
健
康
・
福
祉
・
美

容
フ
ェ
ア
＆
メ
ッ
セ
in
ぎ
ふ

（
財
）県
健
康
長
寿
財
団

中央公民館

〈お問い合わせは〉
役 場
南 事 務 所
福 祉
健康センター �388-7171

松枝公民館
下羽栗会館
総 合 会 館
福 祉 会 館

�387-0156
�387-2360
�387-8432
�387-1121

町社会福祉
協 議 会 �387-5332

�388-1111

（町体育協会事務局） �388-3231

【時間】
午前10時～

午後 1 時20分

【会場】
「かんぽの宿岐阜羽島」
西側休耕田（羽島市）

【問合先】
（社）羽島青年会議所
3 9 2・7 5 8 8

9月8日（日）
2002
HASHIMA
どろんこ祭り

期 間 10月7日～24日
のうち9日間

サンワーク大垣
（大垣市長松町847-95）

川崎岐阜協同組合
（各務原市蘇原興亜町1-17）

10月8日～18日
のうち8日間

会 場

定 員

受講料

パ ソ コ ン

20人程度

無 料



【
月
日
】
10
月
19
日
（土）

【
時
間
】
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
2

時
30
分

【
場
所
】
（社）
岐
阜
県
自
動
車
整
備
振

興
会
会
館
（
岐
阜
市
日
置
江
2
6
4

8
の
4
）

【
内
容
】
快
適
な
カ
ー
ラ
イ
フ
の
た

め
の
日
常
的
な
点
検
方
法
や
簡
単
な

ト
ラ
ブ
ル
の
対
処
方
法
な
ど
を
実
習

車
を
使
い
プ
ロ
の
整
備
士
が
指
導

【
受
講
料
】
無
料
（
昼
食
は
準
備
し

ま
す
）

【
定
員
】
50
人

【
申
込
先
】
（社）
岐
阜
県
自
動
車
整
備

振
興
会
事
業
部
ま
た
は
教
育
部

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

0
1
2
0
・
4

1
9
0
・
7
7

Ｆ
Ａ
Ｘ

2
7
9
・
3
7
2
6

【
対
象
者
】
再
就
職
を
希
望
さ
れ
る

歯
科
衛
生
士

【
月
日
】
10
月
31
日
（木）

【
時
間
】
午
後
0
時
30
分
〜
3
時
30
分

【
場
所
】
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館

【
内
容
】

・
医
療
保
険
の
動
向
と
歯
科
衛
生
士

業
務（
歯
周
病
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

Ｐ
Ｍ
Ｔ
Ｃ
）

・
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯
科
口
腔
介
護

・
院
内
感
染
予
防
と
減
菌
・
消
毒
法

・
最
近
の
ト
ピ
ッ
ク
ス（
ホ
ワ
イ
ト

ニ
ン
グ
）

【
受
講
料
】
無
料

【
定
員
】
1
0
0
人
（
先
着
順
）

【
申
込
期
間
】
9
月
19
日
（木）
〜
10
月

21
日
（月）

【
問
合
先
】
岐
阜
県
歯
科
医
師
会

�
2
7
4
・
6
1
1
6

【
対
象
者
】
再
就
職
を
希
望
す
る
男

性
・
女
性

【
講
習
科
目
】
経
理（
初
級
）

【
内
容
】
簿
記
の
基
礎
、
簿
記
3
級

検
定
受
験

【
講
習
期
間
】
10
月
15
日
（火）
〜
11
月

15
日
（金）（
延
べ
21
日
間
）

【
時
間
】
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3

時
30
分

【
場
所
】
岐
阜
県
人
材
開
発
セ
ン

タ
ー（
岐
阜
市
学
園
町
2
の
33
）

【
定
員
】
20
人

【
受
講
料
】
無
料（
た
だ
し
、
検
定
料
、

教
材
費
は
自
己
負
担
）

【
申
込
日
時
】
9
月
24
日
（火）
・
25
日

（水）
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

【
申
込
先
】
岐
阜
県
人
材
開
発
セ
ン

タ
ー
へ
本
人
が
直
接
申
込
み
（
電
話

申
込
み
不
可
）

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

【
問
合
先
】
岐
阜
県
人
材
開
発
セ
ン

タ
ー

�
2
9
4
・
3
8
0
0

【
テ
ー
マ
】「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
〜
強
い
リ
ー

ダ
ー
が
成
長
・
発
展
の
決
め
手
〜

【
対
象
者
】
中
小
企
業
の
経
営
者
、

役
員
、
管
理
者
、
リ
ー
ダ
ー

【
月
日
】
11
月
27
日
（水）
・
28
日
（木）

【
場
所
】
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館

3
0
1
中
会
議
室

【
受
講
料
】
2
2
、0
0
0
円

【
定
員
】
50
人

【
申
込
締
切
】
10
月
16
日
（水）

※
先
着
順
で
定
員
に
な
り
次
第
締
切

【
問
合
先
】
中
小
企
業
大
学
校
瀬
戸

校
研
修
課�

0
5
6
1
・
48
・
3
4
0
0

21

マ
イ
カ
ー
点
検
教
室

県
自
動
車
整
備
振
興
会

歯
科
衛
生
士
研
修
会

県
歯
科
医
師
会

経
理
（
初
級
）
講
習

県
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

移
動
コ
ー
ス
「
岐
阜
教
室
」

中
小
企
業
大
学
校

防
衛
大
学
校
学
生
等
募
集

自
衛
隊
岐
阜
地
方
連
絡
部

運動場・テニスコート（10月分）
【月日】 9 月25日（水）
【時間】午後 7 時30分～
【場所】中央公民館

※
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村
の
明
る
い
街
づ
く
り
や
環
境
対
策
、

住
民
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
問
合
先
】
自
衛
隊
岐
阜
地
方
連
絡

部
各
務
原
事
務
所

�
0
5
8
3
・
83
・
5
1
1
8

募集種目

防衛大学校学生

防 衛 医 科
大 学 校 学 生

看護学生（陸）

学士号を取得
しての指揮官
コース

医師免許を取
得しての医官
コース

国家資格を取
得しての看護
コース

受験資格 受付期間 1次試験

男女

男女

男女

18歳以上
21歳未満

18歳以上
21歳未満

18歳以上
24歳未満

推薦
9/5
～9/9
一般
9/12
～10/11

9/12
～10/11

9/22
～23

11/9
～10

11/2
～3

9/12
～10/11 10/22



22

天
下
分
け
目
の
関
ヶ
原
の
戦
い
を

経
た
美
濃
の
所
領
は
、
石
高

こ
く
だ
か

十
万
石

以
下
の
譜ふ

代だ
い

・
外と

様ざ
ま

大
名
と
、
七
十

余
り
の
旗
本

は
た
も
と

、
そ
れ
に
幕
府
直
轄
領

と
に
細
か
く
分
轄
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
支
配
の
中

に
あ
っ
て
、
幕
府
直
轄
領
の
郡
代

（
代
官
）の
役
所（
陣じ

ん

屋や

）が
笠
松
に
置

か
れ
て
い
ま
し
た
。

寛
永
八
年（
一
六
三
一
年
）国
奉
行

と
な
っ
た
岡
田
善
政

よ
し
ま
さ

は
、
大
野
郡
揖

斐
陣
屋（
現
揖
斐
川
町
）に
居
り
、
次

い
で
承
応

し
ょ
う
お
う

二
年（
一
六
五
三
年
）か

ら
は
可
児
郡
徳と

く

野の

村む
ら

（
現
可
児
市
）

に
陣
屋
を
構
え
ま
し
た
が
、
慶
安
三

年（
一
六
五
〇
年
）九
月
の
「
枝え

だ

広ひ
ろ

の

洪こ
う

水ず
い

」
の
復
旧
工
事
を
行
う
た
め
に
、

笠か
さ

町ま
ち

（
当
時
の
笠
松
の
呼
称
）に
休

息
所
を
設
け
、
工
事
の
指
揮
・
監
督

に
あ
た
り
ま
し
た
。
休
息
所
は
西
南

濃
の
治
水
工
事
を
進
め
る
た
め
の
臨

時
の
施
設
で
し
た
が
、
こ
の
時
が
笠

松
の
地
に
幕
府
の
機
関
を
置
い
た
最

初
で
し
た
。

岡
田
善
政
の
跡
役

あ
と
や
く

を
命
ぜ
ら
れ
た

郡
代
名な

取と
り

半は
ん

左ざ

衛え

門も
ん

長な
が

知と
も

は
寛か

ん

文ぶ
ん

二

年（
一
六
六
二
年
）「
笠
町
」
を
「
笠

松
村
」
と
改
め
、
徳
野
陣
屋（
現
可

児
市
）が
美
濃
国
の
幕
府
直
轄
領
を

支
配
す
る
に
は
不
便
で
あ
る
と
い
う

理
由
で
笠
松
に
設
け
た
休
息
所
を
陣

屋
と
定
め
、
徳
野
陣
屋
の
門
・
玄

関
・
書
院
な
ど
を
移
築
し
、
こ
こ
に

陣
屋
を
設
置
し
ま
し
た
。
屋
敷
の
面

積
は
一
町
九
反（
約
一
万
九
千
平
方

メ
ー
ト
ル
）程
あ
り
ま
し
た
。
笠
松

陣
屋
は
、
美
濃
の
治
水
政
策
を
司

つ
か
さ
どる

役
所
と
し
て
、
あ
る
い
は
間
接
的
に

私
領
に
目
を
光
ら
せ
る
幕
府
の
出
張

所
と
し
て
の
重
要
な
役
割
を
持
っ
て

い
ま
し
た
。

笠
松
陣
屋
は
慶
応
四
年（
一
八
六

八
年
）明
治
新
政
府
に
接
収
さ
れ
る

ま
で
続
き
ま
し
た
。
廃
藩
置
県
に
よ

り
、
同
年
四
月
に
笠
松
県
が
誕
生
し
、

お
よ
そ
二
百
年
続
い
た
笠
松
陣
屋
は

笠
松
県
庁
へ
と
変
わ
り
ま
し
た
。

明
治
四
年（
一
八
七
一
年
）岐
阜
県

が
誕
生
し
て
、
明
治
六
年（
一
八
七

三
年
）に
県
庁
が
岐
阜
市
へ
移
る
ま

で
は
、
笠
松
は
岐
阜
県
の
政
治
・
経

済
の
中
心
地
だ
っ
た
の
で
す
。

（「
ふ
る
さ
と
か
さ
ま
つ
」
よ
り
）

笠
松
陣
屋
・
笠
松
県
庁
跡
は
笠
松

の
大
切
な
史
跡
で
、
今
で
は
小
公
園

に
な
っ
て
い
ま
す
。

資
料
館
で
は
、
笠
松
陣
屋
絵
図
や

第
二
十
四
代
美
濃
郡
代
の
岩
田
鍬く

わ

三さ
ぶ

郎ろ
う

か
ら
出
さ
れ
た
年
貢
割
付
状
な
ど

を
展
示
し
、
紹
介
し
て
い
ま
す
。

資
料
館
に
は
笠
松
陣
屋
の
模
型
が

展
示
さ
れ
て
い
ま
す

開
催
日

十
月
二
十
七
日（
日
）

時

間

午
後
一
時
〜
三
時
三
十
分

会

場

中
央
公
民
館

【
作
品
の
募
集
】

・
募
集
作
品

短
歌
・
俳
句
・
川
柳

・
題

自
由

・
募
集
点
数

各
二
首
・
二
句

・
資

格

町
内
外
の
か
た

（
小
・
中
学
生
を

含
む
）

・
募
集
期
間

九
月
一
日
（日）
〜

三
十
日
（月）

・
提

出

先

中
央
公
民
館

・
応

募

料

無
料

・
作

品

集
「
街
道
」

一
冊

五
百
円（
送
料
別

二
百
円
）

〈
問
合
先
〉

笠
松
町
文
化
協
会
事
務
局

（
中
央
公
民
館
内
）
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2
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町・町自主防災会協議
会合同防災訓練

可燃物（笠） 可燃物（松・下） 可燃物（笠） 可燃物（松・下） 紙製容器包装（松）

可燃物（笠） 可燃物（松・下） 古紙類など 可燃物（笠）
可燃物（松・下）
紙製容器包装（笠）

可燃物（松・下） 可燃物（笠） 可燃物（松・下）

可燃物（松・下） 古紙類など 可燃物（笠） 可燃物（松・下） 紙製容器包装（下）

可燃物（笠）

結核住民検診
9:30～11:30

笠松町役場
13:00～15:00

笠松町役場

結核住民検診
9:30～10:30 盛泉寺
11:00～12:00 真教寺
13:30～15:30 厚生会館

結核住民検診
9:30～15:00

下羽栗会館
フレッシュ健康診査
9:30～15:00

下羽栗会館
心配ごと相談
13:00～15:00   福祉会館
悩みごと相談
13:00～15:00   福祉会館

歯みがき教室
9:30～9:40

福祉健康センター
1歳6か月児健康診査
13:30～14:10   

福祉健康センター
ふれあいひろば
（機能訓練教室）

13:30～15:30   
福祉健康センター

結核住民検診
9:30～15:00 福祉会館
フレッシュ健康診査
9:30～15:00 福祉会館

パパママスクール
（育児編）

9:20～9:30 第一保育所

身体障害者相談
10:00～12:00   福祉会館

フッ素塗布
9:30～11:00

福祉健康センター
健康相談
13:30～14:30 福祉会館
育児・健康相談
13:30～14:30

下羽栗会館

ふれあいひろば
（機能訓練教室）

13:30～15:30 
福祉健康センター

育児相談
10:00～11:30

第一保育所
心配ごと相談
13:00～15:00   福祉会館

敬老会（P19参照） 敬老のつどい
（P19参照）

家庭の日

フッ素塗布
9:30～11:00

福祉健康センター
乳児健康診査
13:20～14:10

福祉健康センター

献血
9:00～10:30

（株）マルバン
11:00～12:00

トーギ（株）
13:30～16:00 トミダヤ
結核住民検診
9:30～10:30 米野会館
11:00～12:00

スポーツ交流館
13:30～15:00

円城寺集会所
心の健康相談
14:00～15:00

福祉健康センター
心配ごと相談
13:00～15:00   福祉会館
悩みごと相談
13:00～15:00   福祉会館
行政相談
13:00～15:00   福祉会館

にこにこ教室
9:20～9:30

福祉健康センター
3歳児健康診査
13:10～13:50

福祉健康センター

結核住民検診
9:30～15:00

中央公民館
フレッシュ健康診査
9:30～15:00

中央公民館

結核住民検診
9:30～15:00

松枝公民館
フレッシュ健康診査
9:30～15:00

松枝公民館
ふれあいひろば
（機能訓練教室）

13:30～15:30 総合会館

育児相談
10:00～11:30

第一保育所
心配ごと相談
13:00～15:00   福祉会館

結核住民検診
9:30～15:00

福祉健康センター
フレッシュ健康診査
9:30～15:00

福祉健康センター

フッ素塗布
9:30～11:00

福祉健康センター
お誕生教室
13:20～14:00

福祉健康センター

フッ素塗布
9:30～11:00

福祉健康センター
健康相談
13:30～14:30 福祉会館
育児・健康相談
13:30～14:30

福祉健康センター

日 月 火 水 木 金 土

かさまつホームカレンダーと資源とごみのカレンダーをあわせてご覧ください。

9月
SEPTEMBER

敬老の日

秋分の日

振替休日

今月の納税・納付

固定資産税　　　第 3 期
国民健康保険税　第 6 期
介護保険料　　　第 6 期

納期限　9月30日�まで



凌
りょう

賀
が

くん（上新町）

服部　基・愛子さんの子

平成13年9月14日生乙女座

24

菜
な

月
つき

ちゃん（長池）

足立政治・さおりさんの子

平成
13年

9月2
4日生

天秤
座
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次
の
質
問
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
3
人
の

か
た
に
図
書
券
を
贈
呈
し
ま
す
。

問

動
物
愛
護
週
間
は
9
月
20
日
か

ら
何
日
ま
で
？

応
募
方
法

官
製
は
が
き
に
問
の

答
え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
9
月
末

日
ま
で
に
秘
書
広
報
課
広
報
ク
イ

ズ
係
ま
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

当
選
者
は
広
報
11
月
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

7
月
号
ク
イ
ズ
の
答
え

7
月
20
日

当
選
者

（
敬
称
略
）

�
谷
真
由
子
、
森
小
百
合
、
間
野
幸
子

広
報
ク
イ
ズ

まちの人口
平成14年8月1日現在

人 口 22,104人
男　　10,676人

女　　11,428人

世帯数

7,401世帯

前月比

（ 32）

（ 21）

（ 11）

（ 38）

グ
ラ
ス
デ
コ
は
乾
く
と
透
明
感
の
あ
る

シ
ー
ル
に
な
る
不
思
議
な
絵
の
具
。
透
明

な
ガ
ラ
ス
な
ど
に
貼
る
と
ま
る
で
ス
テ
ン

ド
グ
ラ
ス
の
よ
う
…

「
ど
こ
に
貼
ろ
う
？
今
か
ら
楽
し
み
！
」

子
ど
も
た
ち
は
好
き
な
色
の
グ
ラ
ス
デ

コ
を
使
っ
て
カ
ラ
フ
ル
な
カ
ブ
ト
虫
や
蝶

の
シ
ー
ル
作
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

（
歴
史
民
俗
資
料
館「
夏
休
み
企
画
・
昆
虫

展
」体
験
コ
ー
ナ
ー「
グ
ラ
ス
デ
コ
」よ
り
）

表

紙


